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バーベキュー大会開催！！

が
印
象
で
し
た
。

　

ま
た
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
も
行
わ
れ
大
人
も
子
供
も

熱
い
争
奪
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
大
盛
り
上
が
り
の

う
ち
に
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。
全
て
の
段
取
り
を

し
て
頂
い
た
青
年
部
の
団
結
し
た
活
躍
に
改
め
て

感
謝
で
す
。

〈
大
土
ダ
ム
エ
コ
ー
バ
レ
イ
の
案
内
〉

T
E
L
〇
七
四
八
ー
六
六
ー
〇
三
一
六

※
施
設
利
用
の
ご
予
約
は
電
話
の
み
承
っ
て
お
り

ま
す
。

※
メ
ー
ル
で
ご
予
約
は
承
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

〒
五
二
八
ー
〇
二
二
一

滋
賀
県
甲
賀
市
土
山
町
青
土
一
〇
一
ー
七

九
時
〇
〇
分
〜
十
七
時
〇
〇
分

（
年
末
年
始
定
休
）

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
コ
チ
ラ
▼

（
水
口
支
部
　
西
谷
　
敏
雄
）

　

水
口
支
部
で
は
八
月
二
十
五
日
（
日
）
に
恒
例

に
な
り
ま
し
た
青
年
部
主
催
で
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

大
会
を
盛
大
に
開
催
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

卸
問
屋
様
を
は
じ
め
従
業
員
さ
ん
や
そ
の
家
族

も
参
加
し
て
の
開
催
で
、
例
年
な
が
ら
ア
ル

コ
ー
ル
も
入
る
と
会
社
の
垣
根
を
超
え
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
笑
い
は
勿
論
の
こ
と
事
業
の
悩

み
事
、
相
談
な
ど
有
意
義
な
会
話
も
見
ら
れ
た
の仕事が忙しいお父さんも家族サービスに専念

全体写真では判りませんが支部長けっこう顔が赤いです

問屋さんを交えて仕事の話が弾んでます

（1）
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自家用電気設備の保安管理・官庁手続・工事維持運用の相談
◎自家用電気設備の保安管理（主任技術者）についてのご相談はお気軽にお申し出ください。

－電気の安全と
　　合理化に奉仕する－

関西電気管理技術者協会一般社団法人

本　　部　大阪市中央区島町１丁目２－３  三和ビル５階 ☎ 06-6943-9577
滋賀支部　大津市におの浜３丁目3－3  ヨシノビル２階 ☎ 077-524-8635

会　長　　鈴　木　　　胖　　　　滋賀支部長　　山　上　輝　夫

東
近
江
支
部
電
気
安
全
月
間
に
伴
う

　

防
災
グ
ッ
ズ
贈
呈
式
・
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
出
発
式

　

令
和
六
年
八
月
二
十
一
日
（
月
）
東
近
江
市
本
庁
舎
前
に
て
東

近
江
市
南
川
副
市
長
・
鹿
野
理
事
長
・
東
近
江
支
部
組
合
員
同

席
の
も
と
防
災
グ
ッ
ズ
の
贈
呈
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
ポ
ー
タ
ブ
ル
電
源
と
い
う
事
で
贈
呈
後
に
は
一
昨
年

贈
呈
さ
せ
て
頂
い
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
投
光
器
へ
接
続
し
点
灯
し
て
頂
き

ま
し
た
。 

　

こ
の
後
東
近
江
支
部
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
出
発
式
を
行
い
東
近

江
市
内
の
幼
児
園
・
小
学
校
・
中
学
校
の
電
気
設
備
点
検
と
修

繕
作
業
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

　

暑
い
中
で
し
た
が
多
く
の
組
合
員
様
の
協
力
も
あ
り
幼
児
施

設
十
施
設
・
小
中
学
校
十
施
設
を
午
前
中
に
て
修
繕
完
了
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

　

学
校
関
係
者
の
方
の
感
謝
の
言
葉
な
ど
頂
き
、
年
一
回
の
事

業
で
は
あ
り
ま
す
が
有
意
義
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
事
を
感
じ

る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

（
東
近
江
支
部
長
　
平
岩
　
喜
剛
）

ポ
ー
タ
ブ
ル
電
源
（
一
五
〇
〇
ｗ
）
を
贈
呈

湖
南
市
へ
ポ
ー
タ
ブ
ル
電
源

（
一
五
〇
〇
ｗ
）
を
贈
呈

　

九
月
三
日
、
鹿
野
理
事
長
、
他
役

員
に
よ
る
ポ
ー
タ
ブ
ル
電
源
（
一
五

〇
〇
ｗ
）
の
贈
呈
式
が
湖
南
市
長　

生
田　

邦
夫
様
立
会
い
の
下
、
行
わ

れ
ま
し
た
。

湖
北
支
部
　
安
全
月
間

　

去
る
、八
月
八
日
湖
北
支
部「
電

気
使
用
安
全
月
間
キ
ャ
ラ
バ
ン

隊
」
が
行
わ
れ
、
お
う
み
認
定
こ

ど
も
園
な
ど
の
点
検
を
行
い
ま
し

た
。

（
湖
北
支
部
　
中
島
　
靖
博
支
部
長
）

高
島
支
部  

第
三
回
定
例
会

　

九
月
二
日
に
定
例
会
を
行
い
ま

し
た
。

　

八
月
の
支
部
の
活
動
報
告
を
行

い
、
今
後
の
事
業
と
し
て
高
島
市

制
二
十
周
年
記
念
事
業
、
技
術
講

習
会
等
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し

た
。

　

ま
た
高
島
市
防
火
保
安
協
会
か

ら
の
案
内
、
高
島
市
感
震
ブ
レ
ー

カ
ー
設
置
補
助
金
の
推
進
、
廃
電

線
の
提
供
の
お
願
い
、
そ
し
て
今

後
の
本
部
事
業
に
つ
い
て
案
内
を

行
い
ま
し
た
。

（
高
島
支
部
　
大
日
　
一
誠
）

役
員
会
・
協
同
組
合
理
事
会

及
び
納
涼
会

　

令
和
六
年
九
月
十
日
（
火
）、
九

月
度
の
大
津
支
部
役
員
会
・
協
同

組
合
理
事
会
及
び
納
涼
会
が
、
大

津
市
唐
橋
町
の
松
喜
屋
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

（
大
津
支
部
　
山
口
　
徹
）

電
気
使
用
安
全
月
間

各
支
部
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
啓
発
活
動
展
開

令
和
六
年
度

湖  

北  

支  

部

支
部
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り

高

島

支

部

大

津

支

部

（2）
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表
彰
お
め
で
と
う

　
　
　
ご
ざ
い
ま
す

第
七
十
四
回

中
小
企
業
団
体
滋
賀
県
大
会

（
組
合
功
労
者
）会
長
表
彰

　
　
　
　
草
野
　
吉
方
氏

八
幡
支
部
防
災
総
合
訓
練

　

令
和
六
年
度
近
江
八
幡
市
防
災

総
合
訓
練
が
八
月
二
十
五
日（
日
）

に
近
江
八
幡
市
立
運
動
公
園
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
体
育
館
に
て
午
前
七
時

か
ら
執
り
行
わ
れ
、
八
幡
支
部
と

し
て
電
気
設
備
応
急
復
旧
訓
練
に

参
加
し
て
き
ま
し
た
。
訓
練
内
容

は
「
災
害
時
に
お
け
る
電
気
設
備

の
応
急
復
旧
の
応
援
に
関
す
る
協

定
」
に
基
づ
き
、
災
害
現
場
の
作

業
効
率
向
上
の
た
め
仮
設
照
明
の

設
置
、
高
所
障
害
物
撤
去
の
た
め

の
高
所
作
業
車
の
搬
入
を
行
い
、

通
信
機
器
等
の
電
源
確
保
の
た
め
、

仮
設
コ
ン
セ
ン
ト
を
設
置
す
る
と

い
う
災
害
時
に
想
定
さ
れ
る
内
容

に
対
し
て
専
門
職
の
組
合
員
と
し

て
発
電
機
の
設
置
・
L
E
D
照
明

の
設
置
・
コ
ン
セ
ン
ト
の
設
置
・

高
所
作
業
車
の
配
置
と
皆
で
手
際

よ
く
対
応
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

行
政
・
各
関
係
機
関
・
他
団
体
と

の
合
同
で
の
訓
練
は
規
模
も
大
き

く
緊
張
感
の
あ
る
訓
練
と
な
り
、

組
合
員
も
年
に
一
度
は
防
災
に
つ

い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

（
八
幡
支
部
　
大
橋
　
浩
之
）

「
有
接
点
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御

の
実
践
技
術
」
講
習
会
開
催

　

去
る
、
令
和
六
年
九
月
十
一
日

発
な
質
疑
応
答
も
行
わ
れ
と
て
も

有
意
義
な
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
講
習
会
は
電
気
保
全
・
制

御
盤
制
作
・
P
L
C
制
御
を
始
め

る
第
一
歩
と
な
る
講
習
で
、
今
後

第
二
回
、
第
三
回
と
講
習
会
を
受

け
る
こ
と
で
最
終
的
に
制
御
盤
を

美
し
く
配
線
す
る
技
術
を
習
得
で

き
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
お
り
ま

す
。

二
日　
　

高
島
支
部

　
　
　
　
「
第
3
回
定
例
会
」

　
　
　
　
（
角
野
支
部
長
他
）

二
日　
　

水
口
支
部

　
　
　
　
「
支
部
役
員
会
」

　
　
　
　
（
梅
本
支
部
長
他
）

三
日　
　

滋
賀
県
中
小
企
業
団
体

　
　
　
　

中
央
会
「
第
74
回
中
小

企
業
団
体
滋
賀
県
大
会
」

　
　
　
　
（
鹿
野
理
事
長
・

　
　
　
　

草
野
吉
方
氏
）

三
日　
　

水
口
支
部
「
湖
南
市

　
　
　
　

防
災
グ
ッ
ズ
寄
贈
式
」

　
　
　
　
（
鹿
野
理
事
長
）

四
日　
　

湖
南
支
部
「
役
員
会
」

　
　
　
　
（
内
田
支
部
長
他
）

四
日　
　

湖
南
支
部

　
　
　
　
「
役
員
慰
労
会
」

　
　
　
　
（
内
田
支
部
長
他
）

六
日　
　
（
一
社
）
滋
賀
県
防
火

保
安
協
会
連
合
会

　
　
　
　
「
第
2
回
事
務
局
長
会
議
」

　
　
　
　
（
鹿
野
理
事
長
、林
局
長
）

八
日　
　

水
口
支
部

　
　
　
　
「
日
野
町
防
災
訓
練
」

　
　
　
　
（
梅
本
支
部
長
他
）

十
日　
　

第
3
回
総
合
企
画
委
員
会

（
水
）、
十
二
日
（
木
）
の
二
日
間

に
わ
た
り
、
滋
賀
県
電
気
工
事
工

業
組
合
事
業
委
員
会
主
管
の
「
有

接
点
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
の
実
践
技

術
」
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
事
業
委
員

会
平
岩
委
員
長
の
挨

拶
か
ら
は
じ
ま
り
、

当
学
院
邑
田
講
師
の

も
と
、
実
施
目
標
の

「
有
接
点
シ
ー
ケ
ン

ス
制
御
を
理
解
し
、

図
面
の
読
解
及
び
回

路
の
製
作
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
。」
を

目
指
し
て
十
二
人
の

講
習
生
が
講
習
を
受

け
ま
し
た
。

　

講
習
会
に
は
事
業

委
員
会
中
島
副
委
員

長
、
湖
北
支
部
杉
山

理
事
も
参
加
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
活

二
十
日　

彦
根
支
部「
支
部
例
会
」

　
　
　
　
（
若
林
支
部
長
他
）

二
十
五
日　

滋
賀
県
職
業
能
力

　
　
　
　

開
発
協
会
臨
時
総
会

　
　
　
　
（
藤
本
副
理
事
長
）

二
十
五
日　

第
一
種
電
気
工
事
士

　
　
　
　

学
科
試
験
受
験
対
策

　
　
　
　

講
習
会
（
下
期
）④

　
　
　
　
（
邑
田
講
師
）

二
十
六
日　

令
和
6
年
度
電
気

工
事
業
者
保
安
講
習
会

　
　
　
　
（
鹿
野
理
事
長
他
）

二
十
七
日　

関
西
電
気
工
事
工
業
会

　
　
　
　
「
令
和
6
年
度

　
　
　
　

上
期
事
務
局
長
会
議
」

　
　
　
　
（
林
局
長
）

二
十
七
日　

第
一
種
電
気
工
事
士

　
　
　
　

学
科
試
験
受
験
対
策

　
　
　
　

講
習
会
（
下
期
）⑤

　
　
　
　
（
邑
田
講
師
）

二
十
九
日　

水
口
支
部
「
甲
賀
市

商
工
ま
つ
り
」

　
　
　
　
（
梅
本
支
部
長
他
）

三
十
日　

第
4
回
技
術
委
員
会

　
　
　
　
（
梅
本
委
員
長
他
）

三
十
日　

湖
南
支
部
「
役
員
会
」

　
　
　
　
（
内
田
支
部
長
他
）

三
十
日　

第
一
種
電
気
工
事
士

　
　
　
　

学
科
試
験
受
験
対
策

　
　
　
　

講
習
会
（
下
期
）⑥

　
　
　
　
（
邑
田
講
師
）

三
十
日　

青
年
部
会
役
員
会

　
　
　
　
（
東
岸
部
会
長
他
）

二
日　
　

第
一
種
電
気
工
事
士

　
　
　
　

学
科
試
験
受
験
対
策

　
　
　
　

講
習
会
（
下
期
）⑦

　
　
　
　
（
邑
田
講
師
）

　
　
　
　
（
内
田
委
員
長
他
）

十
日　
　

滋
賀
け
ん
せ
つ
み
ら
い

フ
ェ
ス
タ
２
０
２
４
の

開
催
に
係
る
説
明
会

　
　
　
　
（
安
達
）

十
日　
　

大
津
支
部
「
役
員
会
」

　
　
　
　
（
草
野
支
部
長
他
）

十
日　
　

大
津
支
部
「
納
涼
会
」

　
　
　
　
（
草
野
支
部
長
他
）

十
一
日　

有
接
点
シ
ー
ケ
ン
ス
制

御
の
実
践
技
術
講
習
会

　
　
　
　
（
邑
田
講
師
）

十
一
日　

湖
南
支
部

　
　
　
　
「
50
周
年
実
行
委
員
会
」

　
　
　
　
（
内
田
支
部
長
他
）

十
二
日　

有
接
点
シ
ー
ケ
ン
ス
制

御
の
実
践
技
術
講
習
会

　
　
　
　
（
邑
田
講
師
）

十
二
日　

第
5
回
三
役
会（
三
役
）

十
二
日　

技
術
委
員
会

　
　
　
　
「
技
能
競
技
全
国
大
会

練
習
会
」

十
三
日　

第
3
回
技
術
委
員
会

　
　
　
　
（
梅
本
委
員
長
他
）

十
七
日　

第
一
種
電
気
工
事
士

　
　
　
　

学
科
試
験
受
験
対
策

　
　
　
　

講
習
会
（
下
期
）①

　
　
　
　
（
邑
田
講
師
）

十
八
日　

水
口
支
部「
支
部
例
会
」

　
　
　
　
（
梅
本
支
部
長
他
）

十
八
日　

第
一
種
電
気
工
事
士

　
　
　
　

学
科
試
験
受
験
対
策

　
　
　
　

講
習
会
（
下
期
）②

　
　
　
　
（
邑
田
講
師
）

十
九
日　

第
2
回
常
任
理
事
会

　
　
　
　
（
三
役
他
）

二
十
日　

第
一
種
電
気
工
事
士

　
　
　
　

学
科
試
験
受
験
対
策

　
　
　
　

講
習
会
（
下
期
）③

　
　
　
　
（
邑
田
講
師
）

二
日　
　

滋
賀
県
中
小
企
業
中
央
会

　
　
　
　
「
令
和
6
年
度
情
報
連

絡
員
会
議
」（
林
局
長
）

二
日　
　

湖
南
支
部
「
親
睦
旅
行

例
会
」（
2
日
〜
3
日
）

　
　
　
　
（
内
田
支
部
長
他
）

三
日　
　

大
津
支
部
「
令
和
6
年

度
大
津
市
総
合
防
災

訓
練
に
か
か
る
第
2
回

訓
練
関
係
機
関
会
議
」

　
　
　
　
（
草
野
支
部
長
）

四
日　
　

第
一
種
電
気
工
事
士

　
　
　
　

学
科
試
験
受
験
対
策

　
　
　
　

講
習
会
（
下
期
）⑧

　
　
　
　
（
邑
田
講
師
）

六
日　
　

水
口
支
部「
研
修
旅
行
」

　
　
　
　
（
6
日
〜
7
日
）

　
　
　
　
（
梅
本
支
部
長
他
）

七
日　
　

第
二
種
電
気
工
事
士

　
　
　
　

学
科
試
験
受
験
対
策

　
　
　
　

講
習
会
（
下
期
）①

　
　
　
　
（
邑
田
講
師
）

八
日　
　

第
一
種
電
気
工
事
士

　
　
　
　

定
期
講
習
会

　
　
　
　
（
林
局
長
他
）

九
日　
　

第
二
種
電
気
工
事
士

　
　
　
　

学
科
試
験
受
験
対
策

　
　
　
　

講
習
会
（
下
期
）②

　
　
　
　
（
邑
田
講
師
）

十
日　
　

令
和
6
年
度

　
　
　
　

電
気
工
事
業
者
保
安

　
　
　
　

講
習
会

　
　
　
　
（
鹿
野
理
事
長
他
）

十
日　
　

技
術
委
員
会

　
　
　
　
「
技
能
競
技
全
国
大
会

練
習
会
」

十
一
日　

技
術
委
員
会

　
　
　
　
「
技
能
競
技
全
国
大
会

練
習
会
」

　
　
　
　
（
梅
本
委
員
長
他
）

工
業
組
合
連
合
会

　
　
　
　
「
技
術
・
認
証
委
員
会
」

　
　
　
　
（
鹿
野
理
事
長
）

二
十
一
日　

滋
賀
県
中
小
企
業
団

体
中
央
会
「
中
小
企
業

組
合
G
X
推
進
セ
ミ
ナ
」

　
　
　
　
（
林
局
長
）

二
十
二
日　

第
3
回
総
合
企
画
委

員
会（
内
田
委
員
長
他
）

二
十
二
日　

高
島
支
部
「
高
島
市

防
火
保
安
協
会
研
修
会
」

　
　
　
　
（
角
野
支
部
長
他
）

二
十
三
日　

第
二
種
電
気
工
事
士

　
　
　
　

学
科
試
験
受
験
対
策

　
　
　
　

講
習
会
（
下
期
）⑦

　
　
　
　
（
邑
田
講
師
）

二
十
三
日　

第
4
回
理
事
会

　
　
　
　
（
三
役
他
）

二
十
四
日　

滋
賀
県
中
小
企
業
団
体

　
　
　
　

中
央
会
「
第
79
回
中
小

企
業
団
体
全
国
大
会
」

　
　
　
　
（
鹿
野
理
事
長
）

二
十
四
日　

技
術
委
員
会

　
　
　
　
「
技
能
競
技
全
国
大
会

練
習
会
」 

　

二
十
五
日　

関
西
電
気
工
事
工
業
会

　
　
　
　
「
第
5
回
電
気
工
事
技

能
競
技
全
国
大
会
関
西

企
画
委
員
会
」

　
　
　
　
（
梅
本
常
任
理
事
・

　
　
　
　

若
林
常
任
理
事
他
）

二
十
五
日　

第
二
種
電
気
工
事
士

　
　
　
　

学
科
試
験
受
験
対
策

　
　
　
　

講
習
会
（
下
期
）⑧

　
　
　
　
（
邑
田
講
師
）

二
十
七
日　

令
和
６
年
度
米
原
市

総
合
防
災
訓
練

　
　
　
　
（
中
島
支
部
長
）

十
一
日　

第
二
種
電
気
工
事
士

　
　
　
　

学
科
試
験
受
験
対
策

　
　
　
　

講
習
会
（
下
期
）③

　
　
　
　
（
邑
田
講
師
）

十
二
日　

滋
賀
け
ん
せ
つ
み
ら
い

フ
ェ
ス
タ
2
0
2
4

　
　
　
　
（
梅
本
委
員
長
他
）

十
五
日　

関
西
電
気
工
事
工
業
会

　
　
　
　
「
第
6
回
一
般
用
電
気

工
作
物
等
不
適
合
工
事

の
減
少
対
策
及
び
竣
工

届
適
正
化
に
つ
い
て
の

検
討
会
議
」

　
　
　
　
（
梅
本
常
任
理
事
）

十
六
日　

第
二
種
電
気
工
事
士

　
　
　
　

学
科
試
験
受
験
対
策

　
　
　
　

講
習
会
（
下
期
）④

　
　
　
　
（
邑
田
講
師
）

十
六
日　

第
6
回
三
役
会（
三
役
）

十
七
日　

親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

　
　
　
　
（
草
野
委
員
長
他
）

十
八
日　

第
二
種
電
気
工
事
士

　
　
　
　

学
科
試
験
受
験
対
策

　
　
　
　

講
習
会
（
下
期
）⑤

　
　
　
　
（
邑
田
講
師
）

十
八
日　

関
西
電
気
工
事
工
業
会

　
　
　
　
「
常
務
委
員
会
」

　
　
　
　
（
鹿
野
理
事
長
）

十
八
日　

八
幡
支
部「
支
部
例
会
」

　
　
　
　
（
福
山
支
部
長
他
）

十
八
日　

八
幡
支
部
「
納
涼
祭
」

　
　
　
　
（
福
山
支
部
長
他
）

二
十
日　

彦
根
支
部

　
　
　
　
「
彦
根
市
防
災
訓
練
」

　
　
　
　
（
若
林
支
部
長
他
）

二
十
一
日　

第
二
種
電
気
工
事
士

学
科
試
験
受
験
対
策

　
　
　
　

講
習
会
（
下
期
）⑥

　
　
　
　
（
邑
田
講
師
）

二
十
一
日　

全
日
本
電
気
工
事
業

九
月
の
会
議
会
合
等
の
記
録

十
月
の
会
議
会
合
等
の
日
程

八

幡

支

部

滋　賀　電　気　工　事　報

通
信
機
器
等
の
電
源
確
保
の
た
め
、

仮
設
コ
ン
セ
ン
ト
を
設
置
す
る
と

い
う
災
害
時
に
想
定
さ
れ
る
内
容

に
対
し
て
専
門
職
の
組
合
員
と
し

て
発
電
機
の
設
置
・

の
設
置
・
コ
ン
セ
ン
ト
の
設
置
・

滋　賀　電　気　工　事　報

通
信
機
器
等
の
電
源
確
保
の
た
め
、

仮
設
コ
ン
セ
ン
ト
を
設
置
す
る
と

い
う
災
害
時
に
想
定
さ
れ
る
内
容

に
対
し
て
専
門
職
の
組
合
員
と
し

て
発
電
機
の
設
置
・

の
設
置
・
コ
ン
セ
ン
ト
の
設
置
・

八

幡

支

部

防
災
訓
練

学
院

　
だ
よ
り

学
院

　
だ
よ
り

平岩委員長挨拶

中島副委員長

シーケンス講習

杉山理事

（3）
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「
有
接
点
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御

の
実
践
技
術
」
講
習
会
開
催

　

去
る
、
令
和
六
年
九
月
十
一
日

発
な
質
疑
応
答
も
行
わ
れ
と
て
も

有
意
義
な
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
講
習
会
は
電
気
保
全
・
制

御
盤
制
作
・
P
L
C
制
御
を
始
め

る
第
一
歩
と
な
る
講
習
で
、
今
後

第
二
回
、
第
三
回
と
講
習
会
を
受

け
る
こ
と
で
最
終
的
に
制
御
盤
を

美
し
く
配
線
す
る
技
術
を
習
得
で

き
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
お
り
ま

す
。

二
日　
　

高
島
支
部

　
　
　
　
「
第
3
回
定
例
会
」

　
　
　
　
（
角
野
支
部
長
他
）

二
日　
　

水
口
支
部

　
　
　
　
「
支
部
役
員
会
」

　
　
　
　
（
梅
本
支
部
長
他
）

三
日　
　

滋
賀
県
中
小
企
業
団
体

　
　
　
　

中
央
会
「
第
74
回
中
小

企
業
団
体
滋
賀
県
大
会
」

　
　
　
　
（
鹿
野
理
事
長
・

　
　
　
　

草
野
吉
方
氏
）

三
日　
　

水
口
支
部
「
湖
南
市

　
　
　
　

防
災
グ
ッ
ズ
寄
贈
式
」

　
　
　
　
（
鹿
野
理
事
長
）

四
日　
　

湖
南
支
部
「
役
員
会
」

　
　
　
　
（
内
田
支
部
長
他
）

四
日　
　

湖
南
支
部

　
　
　
　
「
役
員
慰
労
会
」

　
　
　
　
（
内
田
支
部
長
他
）

六
日　
　
（
一
社
）
滋
賀
県
防
火

保
安
協
会
連
合
会

　
　
　
　
「
第
2
回
事
務
局
長
会
議
」

　
　
　
　
（
鹿
野
理
事
長
、林
局
長
）

八
日　
　

水
口
支
部

　
　
　
　
「
日
野
町
防
災
訓
練
」

　
　
　
　
（
梅
本
支
部
長
他
）

十
日　
　

第
3
回
総
合
企
画
委
員
会

（
水
）、
十
二
日
（
木
）
の
二
日
間

に
わ
た
り
、
滋
賀
県
電
気
工
事
工

業
組
合
事
業
委
員
会
主
管
の
「
有

接
点
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
の
実
践
技

術
」
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
事
業
委
員

会
平
岩
委
員
長
の
挨

拶
か
ら
は
じ
ま
り
、

当
学
院
邑
田
講
師
の

も
と
、
実
施
目
標
の

「
有
接
点
シ
ー
ケ
ン

ス
制
御
を
理
解
し
、

図
面
の
読
解
及
び
回

路
の
製
作
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
。」
を

目
指
し
て
十
二
人
の

講
習
生
が
講
習
を
受

け
ま
し
た
。

　

講
習
会
に
は
事
業

委
員
会
中
島
副
委
員

長
、
湖
北
支
部
杉
山

理
事
も
参
加
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
活

二
十
日　

彦
根
支
部「
支
部
例
会
」

　
　
　
　
（
若
林
支
部
長
他
）

二
十
五
日　

滋
賀
県
職
業
能
力

　
　
　
　

開
発
協
会
臨
時
総
会

　
　
　
　
（
藤
本
副
理
事
長
）

二
十
五
日　

第
一
種
電
気
工
事
士

　
　
　
　

学
科
試
験
受
験
対
策

　
　
　
　

講
習
会
（
下
期
）④

　
　
　
　
（
邑
田
講
師
）

二
十
六
日　

令
和
6
年
度
電
気

工
事
業
者
保
安
講
習
会

　
　
　
　
（
鹿
野
理
事
長
他
）

二
十
七
日　

関
西
電
気
工
事
工
業
会

　
　
　
　
「
令
和
6
年
度

　
　
　
　

上
期
事
務
局
長
会
議
」

　
　
　
　
（
林
局
長
）

二
十
七
日　

第
一
種
電
気
工
事
士

　
　
　
　

学
科
試
験
受
験
対
策

　
　
　
　

講
習
会
（
下
期
）⑤

　
　
　
　
（
邑
田
講
師
）

二
十
九
日　

水
口
支
部
「
甲
賀
市

商
工
ま
つ
り
」

　
　
　
　
（
梅
本
支
部
長
他
）

三
十
日　

第
4
回
技
術
委
員
会

　
　
　
　
（
梅
本
委
員
長
他
）

三
十
日　

湖
南
支
部
「
役
員
会
」

　
　
　
　
（
内
田
支
部
長
他
）

三
十
日　

第
一
種
電
気
工
事
士

　
　
　
　

学
科
試
験
受
験
対
策

　
　
　
　

講
習
会
（
下
期
）⑥

　
　
　
　
（
邑
田
講
師
）

三
十
日　

青
年
部
会
役
員
会

　
　
　
　
（
東
岸
部
会
長
他
）

二
日　
　

第
一
種
電
気
工
事
士

　
　
　
　

学
科
試
験
受
験
対
策

　
　
　
　

講
習
会
（
下
期
）⑦

　
　
　
　
（
邑
田
講
師
）

　
　
　
　
（
内
田
委
員
長
他
）

十
日　
　

滋
賀
け
ん
せ
つ
み
ら
い

フ
ェ
ス
タ
２
０
２
４
の

開
催
に
係
る
説
明
会

　
　
　
　
（
安
達
）

十
日　
　

大
津
支
部
「
役
員
会
」

　
　
　
　
（
草
野
支
部
長
他
）

十
日　
　

大
津
支
部
「
納
涼
会
」

　
　
　
　
（
草
野
支
部
長
他
）

十
一
日　

有
接
点
シ
ー
ケ
ン
ス
制

御
の
実
践
技
術
講
習
会

　
　
　
　
（
邑
田
講
師
）

十
一
日　

湖
南
支
部

　
　
　
　
「
50
周
年
実
行
委
員
会
」

　
　
　
　
（
内
田
支
部
長
他
）

十
二
日　

有
接
点
シ
ー
ケ
ン
ス
制

御
の
実
践
技
術
講
習
会

　
　
　
　
（
邑
田
講
師
）

十
二
日　

第
5
回
三
役
会（
三
役
）

十
二
日　

技
術
委
員
会

　
　
　
　
「
技
能
競
技
全
国
大
会

練
習
会
」

十
三
日　

第
3
回
技
術
委
員
会

　
　
　
　
（
梅
本
委
員
長
他
）

十
七
日　

第
一
種
電
気
工
事
士

　
　
　
　

学
科
試
験
受
験
対
策

　
　
　
　

講
習
会
（
下
期
）①

　
　
　
　
（
邑
田
講
師
）

十
八
日　

水
口
支
部「
支
部
例
会
」

　
　
　
　
（
梅
本
支
部
長
他
）

十
八
日　

第
一
種
電
気
工
事
士

　
　
　
　

学
科
試
験
受
験
対
策

　
　
　
　

講
習
会
（
下
期
）②

　
　
　
　
（
邑
田
講
師
）

十
九
日　

第
2
回
常
任
理
事
会

　
　
　
　
（
三
役
他
）

二
十
日　

第
一
種
電
気
工
事
士

　
　
　
　

学
科
試
験
受
験
対
策

　
　
　
　

講
習
会
（
下
期
）③

　
　
　
　
（
邑
田
講
師
）

二
日　
　

滋
賀
県
中
小
企
業
中
央
会

　
　
　
　
「
令
和
6
年
度
情
報
連

絡
員
会
議
」（
林
局
長
）

二
日　
　

湖
南
支
部
「
親
睦
旅
行

例
会
」（
2
日
〜
3
日
）

　
　
　
　
（
内
田
支
部
長
他
）

三
日　
　

大
津
支
部
「
令
和
6
年

度
大
津
市
総
合
防
災

訓
練
に
か
か
る
第
2
回

訓
練
関
係
機
関
会
議
」

　
　
　
　
（
草
野
支
部
長
）

四
日　
　

第
一
種
電
気
工
事
士

　
　
　
　

学
科
試
験
受
験
対
策

　
　
　
　

講
習
会
（
下
期
）⑧

　
　
　
　
（
邑
田
講
師
）

六
日　
　

水
口
支
部「
研
修
旅
行
」

　
　
　
　
（
6
日
〜
7
日
）

　
　
　
　
（
梅
本
支
部
長
他
）

七
日　
　

第
二
種
電
気
工
事
士

　
　
　
　

学
科
試
験
受
験
対
策

　
　
　
　

講
習
会
（
下
期
）①

　
　
　
　
（
邑
田
講
師
）

八
日　
　

第
一
種
電
気
工
事
士

　
　
　
　

定
期
講
習
会

　
　
　
　
（
林
局
長
他
）

九
日　
　

第
二
種
電
気
工
事
士

　
　
　
　

学
科
試
験
受
験
対
策

　
　
　
　

講
習
会
（
下
期
）②

　
　
　
　
（
邑
田
講
師
）

十
日　
　

令
和
6
年
度

　
　
　
　

電
気
工
事
業
者
保
安

　
　
　
　

講
習
会

　
　
　
　
（
鹿
野
理
事
長
他
）

十
日　
　

技
術
委
員
会

　
　
　
　
「
技
能
競
技
全
国
大
会

練
習
会
」

十
一
日　

技
術
委
員
会

　
　
　
　
「
技
能
競
技
全
国
大
会

練
習
会
」

　
　
　
　
（
梅
本
委
員
長
他
）

工
業
組
合
連
合
会

　
　
　
　
「
技
術
・
認
証
委
員
会
」

　
　
　
　
（
鹿
野
理
事
長
）

二
十
一
日　

滋
賀
県
中
小
企
業
団

体
中
央
会
「
中
小
企
業

組
合
G
X
推
進
セ
ミ
ナ
」

　
　
　
　
（
林
局
長
）

二
十
二
日　

第
3
回
総
合
企
画
委

員
会（
内
田
委
員
長
他
）

二
十
二
日　

高
島
支
部
「
高
島
市

防
火
保
安
協
会
研
修
会
」

　
　
　
　
（
角
野
支
部
長
他
）

二
十
三
日　

第
二
種
電
気
工
事
士

　
　
　
　

学
科
試
験
受
験
対
策

　
　
　
　

講
習
会
（
下
期
）⑦

　
　
　
　
（
邑
田
講
師
）

二
十
三
日　

第
4
回
理
事
会

　
　
　
　
（
三
役
他
）

二
十
四
日　

滋
賀
県
中
小
企
業
団
体

　
　
　
　

中
央
会
「
第
79
回
中
小

企
業
団
体
全
国
大
会
」

　
　
　
　
（
鹿
野
理
事
長
）

二
十
四
日　

技
術
委
員
会

　
　
　
　
「
技
能
競
技
全
国
大
会

練
習
会
」 

　

二
十
五
日　

関
西
電
気
工
事
工
業
会

　
　
　
　
「
第
5
回
電
気
工
事
技

能
競
技
全
国
大
会
関
西

企
画
委
員
会
」

　
　
　
　
（
梅
本
常
任
理
事
・

　
　
　
　

若
林
常
任
理
事
他
）

二
十
五
日　

第
二
種
電
気
工
事
士

　
　
　
　

学
科
試
験
受
験
対
策

　
　
　
　

講
習
会
（
下
期
）⑧

　
　
　
　
（
邑
田
講
師
）

二
十
七
日　

令
和
６
年
度
米
原
市

総
合
防
災
訓
練

　
　
　
　
（
中
島
支
部
長
）

十
一
日　

第
二
種
電
気
工
事
士

　
　
　
　

学
科
試
験
受
験
対
策

　
　
　
　

講
習
会
（
下
期
）③

　
　
　
　
（
邑
田
講
師
）

十
二
日　

滋
賀
け
ん
せ
つ
み
ら
い

フ
ェ
ス
タ
2
0
2
4

　
　
　
　
（
梅
本
委
員
長
他
）

十
五
日　

関
西
電
気
工
事
工
業
会

　
　
　
　
「
第
6
回
一
般
用
電
気

工
作
物
等
不
適
合
工
事

の
減
少
対
策
及
び
竣
工

届
適
正
化
に
つ
い
て
の

検
討
会
議
」

　
　
　
　
（
梅
本
常
任
理
事
）

十
六
日　

第
二
種
電
気
工
事
士

　
　
　
　

学
科
試
験
受
験
対
策

　
　
　
　

講
習
会
（
下
期
）④

　
　
　
　
（
邑
田
講
師
）

十
六
日　

第
6
回
三
役
会（
三
役
）

十
七
日　

親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

　
　
　
　
（
草
野
委
員
長
他
）

十
八
日　

第
二
種
電
気
工
事
士

　
　
　
　

学
科
試
験
受
験
対
策

　
　
　
　

講
習
会
（
下
期
）⑤

　
　
　
　
（
邑
田
講
師
）

十
八
日　

関
西
電
気
工
事
工
業
会

　
　
　
　
「
常
務
委
員
会
」

　
　
　
　
（
鹿
野
理
事
長
）

十
八
日　

八
幡
支
部「
支
部
例
会
」

　
　
　
　
（
福
山
支
部
長
他
）

十
八
日　

八
幡
支
部
「
納
涼
祭
」

　
　
　
　
（
福
山
支
部
長
他
）

二
十
日　

彦
根
支
部

　
　
　
　
「
彦
根
市
防
災
訓
練
」

　
　
　
　
（
若
林
支
部
長
他
）

二
十
一
日　

第
二
種
電
気
工
事
士

学
科
試
験
受
験
対
策

　
　
　
　

講
習
会
（
下
期
）⑥

　
　
　
　
（
邑
田
講
師
）

二
十
一
日　

全
日
本
電
気
工
事
業
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第 672 号 令和 6年 10 月 1 日滋　賀　電　気　工　事　報

「太陽光発電設備」発電状況
発電電力量

2024年9月9日現在

5,544ｋｗｈ

139,640ｋｗｈ

567,086ｋｗｈ
約45,000世帯の１日の電気使用量に値する。

8月9日～9月9日累計

今 年 累 計

総 発 電 量

滋賀電工組会館
カーボンニュートラル推進事業

　保険期間が2023年4月1日午後4時から2024年4月1日午後4時
までの全日電工連　組立保険制度、第三者損害賠償制度、業務災害補償
制度の加入者証につきまして、原本紛失防止の為、事務局でお預かりし
ておりますので、コピー等必要な方はお気軽にお電話ください。

全日電工連　各種保険加入者証について

電気の子メーターをご使用の皆さんへ
　検定や基準適合検査を受けた有効期限内の電気の子メーターを使用しましょう。

有効期限は、電気計器前面の丸形ラベルで確認できます。

◆問い合わせ先　関西地区証明用電気計器対策委員会事務局  TEL 06-6451-2355（日本電気計器検定所関西支社内）

（5）



滋　賀　電　気　工　事　報第 672 号 令和 6年 10 月 1 日

職長・安全衛生責任者教育

主催団体／（公社）滋賀労働基準協会　TEL.077-522-1786　https://shigarouki.or.jp/kousyu/kokuji/kousyu_54.html

会場／大津　　日程／令和６年11月7日㈭～8日㈮
会場／大津　　日程／令和7年2月4日㈫～5日㈬

シャープ住宅用太陽光発電システム電気工事研修会（施工ID取得）

主催団体／シャープエネルギーソリューション㈱　※お問い合わせは、滋賀県電気工事工業組合事務局まで（ＴＥＬ.077-562-2069）

会場／八尾（大阪）　　日程／問い合わせ　※販売店・代理店経由で申し込む必要有

高圧・特別高圧電気取扱業務特別教育

主催団体／滋賀県電気工事工業組合（主管）　TEL.077-562-2069

会場／滋賀県電気工事工業組合　　日程／令和6年12月16日㈪・17日㈫ 　定員15名（先着）

低圧電気取扱業務特別教育

主催団体／滋賀県電気工事工業組合　TEL.077-562-2069　※詳細は後日決定します

会場／滋賀県電気工事工業組合　　日程／令和7年2月頃

パナソニック住宅用太陽光発電システム研修会（施工ID取得）

主催団体／パナソニック㈱エレクトリックワークス社　※お問い合わせは、滋賀県電気工事工業組合事務局まで（ＴＥＬ.077-562-2069）

会場／ＷＥＢ　　日程／随時　※販売店・代理店経由で申し込む必要有

石綿作業主任者技能講習

主催団体／（公社）滋賀労働基準協会　TEL.077-522-1786　https://shigarouki.or.jp/kousyu/ginou/kousyu_48.html

会場／彦根　　日程／令和６年10月28日㈪～29日㈫

建築物石綿含有建材調査者講習（一般）

主催団体／（公社）滋賀労働基準協会　TEL.077-522-1786　https://shigarouki.or.jp/kousyu/kokuji/kousyu_68.html

会場／大津　　日程／令和６年12月23日㈪～24日㈫

フォークリフト運転技能講習

主催団体／（公社）滋賀労働基準協会　TEL.077-522-1786　https://shigarouki.or.jp/kousyu/ginou/kousyu_01.html

主催団体／八日市自動車教習所　TEL 0120-161-225　https://www.yokaichi-ds.co.jp/

（学科・実技）　会場／大津・東近江　　日程／令和６年10月・11月

会場／東近江　　日程／日程要問合せ（月、数回実施）

主催団体／建災防滋賀県支部（滋賀県建設産業団体連合会）　TEL.077-522-3232　https://yumeken.or.jp/kensaibou/

会場／大津　　日程／令和6年12月4日㈬～5日㈭

主催団体／建災防滋賀県支部（滋賀県建設産業団体連合会）　TEL.077-522-3232　https://yumeken.or.jp/kensaibou/

会場／大津　　日程／令和7年2月19日㈬～20日㈭

石綿取扱作業従事者特別教育 

主催団体／（一財）中小建設業特別教育協会　https://www.tokubetu.or.jp/

会場／オンライン　　日程／随時

主催団体／SAT株式会社　TEL.050-3354-0177　https://www.sat-co.info/

会場／オンライン　　日程／随時

高所作業車運転技能講習

主催団体／（公社）建設荷役車両安全技術協会 滋賀県支部　TEL.077-521-5260　http://www.sacl.or.jp/branch/shiga/

会場／近江八幡、東近江　　日程／令和６年11月20日㈬～21日㈭

主催団体／八日市自動車教習所　TEL.0120-161-225　https://www.yokaichi-ds.co.jp/

会場／東近江　　日程／令和6年10月21日㈪～23日㈬　　11月８日㈮～11日㈪

主催団体／近江八幡安全教育センター　TEL.0120-71-2131　http://www.kyousen.jp/

会場／近江八幡　　日程／令和6年10月25日㈮～27日㈰　　11月22日㈮～24日㈰

◇

講
習
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

◇
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第 672 号 令和 6年 10 月 1 日滋　賀　電　気　工　事　報

特定非営利活動法人　滋賀県福祉と環境に貢献する会
理事長　鹿野　敏夫

　障害者の福祉向上のため、障害者施設への無償提供に取り組んでおります廃電線の在庫が大変乏しく、残念なが
ら継続して提供することが難しくなってきております。
　混沌とした社会経済情勢の中にあって、障害者を取り巻く環境は、ますます厳しさを増しております。
　こんな時こそ、「共助」を大切にして、弱い立場の人々への支援に力を注がなければと思っておりますので、皆様
のご支援ご協力を心よりお願いいたします！

“廃電線のご提供をお願いします！！”

外線工事要
(建柱不要)

１１月６日
（水）

１２月４日
（水）

１１月６日
（水）

１１月１3日
（水）

１２月４日
（水）

平素は、弊社事業に対し格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。
関西電力送配電株式会社から2024年「年内送電および系統連系にかかる工事」のお申
込み期日が公表されたことを受け、関西電力との電気需給契約締結を希望される場合の
お申込み期日について、下表のとおりお知らせいたします。年内の工事を希望される場合は、
下表の期日までにお申込みいただきますようお願いいたします。

※1 10kW未満の発電設備で、

＜ご留意いただきたい点＞
・敷地上空占用許可、道路使用許可が必要な工事や幹線道路沿いの工事等は、上記期日より更に日数を要する場合がございます
ので、早めにお申込みいただきますようお願いいたします。
・一括で多数の公衆街路灯のお申込み、大規模な集合住宅の竣工等においては、お客さまの送電希望日のご要望に添えないことも
ございますので、早めにお申込みいただきますようお願いいたします。
・外線工事が必要な臨時電灯・電力の臨時工事費のご入金期日につきましては、関西電力送配電の各請求箇所（電気工事受付
センター・ネットワークサービスセンター等）にお問い合わせいただきますようお願いいたします。

・臨時工事費、引込線等の諸工料・受託工事費または工事費負担金が発生する場合、入金後に工事を着手されるため、請求後、
お早めのお支払いをしていただく必要があります。
・配電設備の工事が必要な場合、資材調達の状況や工事内容(長期間要する工事)等により送電日および連系日がお客さまの
ご要望に沿えないこともございます。

関西電力の受付箇所にてご契約メニュー等の決定を行ったうえで、関西電力送配電への託送申込を行い
ます。年内送電のお申込みにつきましては混雑が予想されることから、関西電力送配電から公表されたお申
込み期日を繰り上げた日程を設定しております。上記期日を超えてお申込みいただいた場合、年内送電のご
要望に沿えない場合がございます。予めご容赦のほど、お願いいたします。
その他、詳細につきましては、各受付箇所（契約管理センター）へお問い合わせいただくようお願いいたします。

外線工事要
(建柱不要)

１１月７日
（木）

１２月５日
（木）

１１月７日
（木）

１１月１4日
（木）

１２月５日
（木）

＜参考︓関西電力送配電から公表されたお申込み期日＞

※詳細は、「たくそう君」電気工事関連のお知らせをご確認ください。
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「工事報」についてご意見、ご要望など何かございましたら、滋賀県電気工事工業組合事務局までご連絡下さい。

秋の紅葉スポット 鶏足寺

滋賀県最低賃金改正のお知らせ

（発効日  令和6年10月1日）
1,017円

　令和6年11月8日（金）～ 11月27日（水）紅葉来訪者の受入を実施いたします。
　鶏足寺（旧飯福寺）は、735年僧行基によって開基された古寺です。いったん荒廃するも799年最澄により再興、山岳仏教の聖地
として威容を誇った己高山鶏足寺別院の一つに数えられます。中世には僧兵を擁するほどの大寺で、時の権力者の庇護を受け安定
した寺運を続けましたが、江戸幕府の終焉とともに衰微しました。 現在は無住の寺院となっておりますが、地域住民の手によって
管理がなされています。なお、本尊（十一面観音立像）は、己高閣（ここうかく）に安置され、隣接する世代閣（よしろかく）とともに、
重要文化財の薬師如来立像、十二神将立像のほか、滋賀県指定文化財をはじめ多くの文化財が保存されています。

　そんな鶏足寺は、県内随一の紅葉の名所として、毎年多くの方が
紅葉散策に訪れることで知られています。ゆるやかな参道の石段、
苔むした石垣に林立する約二百本のもみじは、例年11月中旬から下
旬にかけて鮮やかな赤色に染まり、幽玄な情景を醸し出しています。
　平成29年には、湖北の魅了する8つの景観として、湖北八景に「鶏
足寺」が選定されました。秋の行楽シーズンにぜひ、鶏足寺に足を
運んでみませんか。紅葉来訪者受入期間中は、臨時駐車場を設ける
とともに、木ノ本駅から鶏足寺を結ぶ循環バス（予約不要）を土日
のみ運行します。詳細は長浜・米原を楽しむ観光情報サイト
（https：//kitabiwako.jp/）をご確認ください。

滋賀県最低賃金は、産業や職種、年齢に関係なく、パートや学生アルバイト、派遣労働を含む全ての労働者に適用されます。
最低賃金には、精皆勤手当、通勤手当、家族手当、時間外・休日・深夜手当、賞与、臨時に支払われる賃金は含まれません。

※産業によって、特定（産業別）最低賃金が定められているものがあります。
　詳しくは、滋賀労働局のホームページhttp://jsite.mhlw.go.jp/shiga-roudoukyoku/でご確認ください。

●事業場内の最低賃金を一定額以上引き上げ、生産性効率化のための設備投資などを行った場合に、その費用の一部を助成す
る制度があります。
　詳細は、滋賀労働局雇用環境・均等室（077-523-1190）まで。

住所　長浜市木之本町古橋
TEL　0749-53-2650（公益社団法人長浜観光協会）
期間　令和6年11月8日（金）～ 11月27日（水）
時間　8：30 ～ 16：00

繁忙期は7：00 ～ 16：00
期間／ 11月16日（土）17日（日）23日（土）24日（日）　4日間

事業実施体制
＜実施主体＞　古橋・石道地区紅葉対策実行委員会
　　　　　　　（事務局） 公益社団法人長浜観光協会

（湖北支部　藤居　晃央）

鶏足寺（紅葉受入期間）

時間額

＜お問い合わせ先＞　滋賀労働局　賃金室　℡（077）522-6654　　　　大津労働基準監督署　　℡（077）522-6616
　　　　　　　　　　彦根労働基準監督署　℡（0749）22-0654　　　　東近江労働基準監督署　℡（0748）22-0394
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